
 
 

グループ UN:　作用機構が特定されていない殺虫剤、殺ダニ剤 
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1B 有機リン系	
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2B フェニルピラゾール系 (フィプロール系) 2A 環状ジエン有機塩素系	
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 3A ピレスロイド系，	

    ピレトリン系	
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4A ネオニコチノイド系	
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5 スピノシン系	


スピネトラム	


 
 

6 アベルメクチン系, ミルベマイシン系	


Milbemectin 

 
 

7A 幼若ホルモン類縁体	
 7B フェノキシカルブ 	
 7C ピリプロキシフェン	


キノプレン  R1 = propargyl,  R2 = H 
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8A ハロゲン化アルキル	
 8B クロルピクリン	
 8C フッ化スルフリル	
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9B Pymetrozine 9C Flonicamid 10A  クロフェンテジン, ヘキシチアゾクス	

	


10B エトキサゾール	
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 12C プロパルギット	
 12D テトラジホン	
12B 有機スズ系

殺ダニ剤	
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 ベンスルタップ 	
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14 ネライストキ
シン類縁体	
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20A ヒドラメチルノン 	

	


20B アセキノシル	
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22A インドキサカルブ	
 22B メタフルミゾン	
 23  テトロン酸 および テトラミン酸誘導体	
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24A 
ホスフィン系	
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24B シアニド	
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15 ベンゾイル尿素系	
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Insecticide Resistance Action Committee 

The Key to Resistance Management 

 
 

•  害虫の連続する世代に同じループから選ばれた化合物を処理するべきではない．	

•  代替手段が無く， 防除対象の害虫に交差抵抗性が無いことが明らかであればサブグループ間の化合物を交互に使用してもよい． 
•  この分類は，全てが公表された標的タンパク質に関する知見に基づいたものとは限らない．　詳しくはIRACの「Mode of Action  
  Classification document」を参照のこと．	

 

サブグループについて 	


•  サブグループは同じ作用機構と考えられるが，化学構造の違いに基づき分類される． 
•  サブグループは同じ作用点に結合（作用）すると考えられる複数の化合物の違いを区別している． 

•  4A，4Bおよび4C－これらの化合物は同じ作用点に作用すると考えられるが，化学的に互いに異なり，代謝による交差抵抗性のリスク　	

　が低いことが立証されている．　代替手段が無く，防除対象の害虫個体群に交差抵抗性が認められていない場合は，グループ４Aの化合物	


　と４Cの化合物は交互に使用してもよい．	


•  10A – クロフェンテジンと ヘキシチアゾクスの作用機構はいずれも知られていないが，化学構造は異なる．しかし，交差抵抗性が広く認めら	


   れているので同グループとした． 
•  22A と 22B – これらの化合物は同一の作用点に作用すると考えられるが，化学構造が異なり， 代謝に起因する交差抵抗性のリスクが低	

　いことが証明されているのでサブグループにより区別した． 

 

•  サブグループ間では化学構造が異なるので，代謝に起因する交差抵抗性のリスクが少ないと考えられる．  
•  各サブグループは，それぞれ異なる酵素で代謝分解されるか，作用点において異なる様式の結合をすると考えられ，代謝や作用点	

　変異による抵抗性の発達の可能性を低減させる．	


 
• 1A と 1B – 代替手段が無く，防除対象の害虫個体群に交差抵抗性が認められていない場合は，両者を交互に使用してもよい．	


• 3A と 3B – 代替手段が無く，防除対象の害虫個体群にkdrなどの交差抵抗性が認められていなければ交互に使用してもよい．  DDT は農業	


  用には使用されないが，代替手段の無い蚊などのベクター防除にのみ使用することができる．	


IRAC と 作用機構分類についての詳しい情報は下記を参照またはお問い合わせ下さい。 
 www.irac-online.org  or  enquiries@irac-online.org 

Structures, reproduced from the Pesticide Manual, are with permission from the British Crop Protection Council Poster Edition 3, February 2012. Based on the Mode of Action Classification - Version 7.2 February 2012 
For further information visit the IRAC website: www.irac-online.org 

このポスターは教育目的のためのものです。 表記された内容はその時点で公開された知見に最大限正確なものですが、 IRAC および その加盟会社は、この情報をどのように解釈するかについて責を負うものではありません。	

必ず専門家や指導者の指導を求め、健康や安全に関する勧告に従ってください。 
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13 ピロール系, DNP系, スルフラミド	


16 ブプロフェジン	
 17 シロマジン	


19 アミトラズ	


 
 

 
 

クロラントラニリプロール  R=Cl 
シアントラニリプロール  R=CN 

28 ジアミド系	
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フルベンジアミド 	


グループ 1: アセチルコリンエステラーゼ (AChE) 阻害剤 (代表的な 化合物だけを示しています。 ) 

グループ 2: GABA-作動性塩素イオンチャネルアンタゴニスト 

グループ 3: ナトリウムチャネルモジュレーター  (グループ 3A は代表的な化合物を示しています。) 

グループ 4: ニコチン性アセチルコリン受容体 (nAChR) アゴニスト	


グループ 6: 塩素イオンチャネルアクチベーター 	


グループ 8:　その他の非特異的 (マルチサイト) 阻害剤 

グループ 10: ダニ類成育阻害剤	


グループ 12:ミトコンドリア ATP 生合成酵素阻害剤 

グループ 13:酸化的リン酸化脱共役剤  グループ 14:ニコチン性アセチルコリン受容体 　
(nAChR) チャネルブロッカー 

グループ 15:　キチン生合成阻害剤, タイプ 0  

グループ 17:脱皮阻害剤, 
ハエ目昆虫  グループ 18:　脱皮ホルモン（エクダイソン） 受容体アゴニスト グループ 16:キチン生合成阻

害剤，タイプ1  

グループ 19:　オクトパミン受容体アゴニスト  グループ 20:　ミトコンドリア電子伝達系複合体 III 阻害剤	


グループ 21:　ミトコンドリア電子伝達系複合体 I 阻害剤 （METI）  

グループ 22:　電位依存性ナトリウムチャネル
ブロッカー	


 

グループ 23:　アセチル CoA カルボキシラーゼ阻害剤	

 

グループ 24:　ミトコンドリア電子伝達系複合体 IV 阻害剤  
グループ 25:ミトコンドリア電子

伝達系複合体 II 阻害剤 

グループ 28:　リアノジン受容体 
モジュレーター 

Mode of Action Classification 
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25　ベータケトニトリル誘導体 

スルフラミド 	
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グループ 7: 幼若ホルモン類似剤	


グループ 5: ニコチン性アセチルコリン受容体 
(nAChR) アロステリックモジュレーター	
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 フロニカミド	


グループ 9:　同翅目選択的摂食阻害剤 

9C フロニカミド	
9B ピメトロジン	
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グループ 11: 微生物由来昆虫中腸内膜破壊剤	


11A Bacillus thuringiensis 

Bacillus thuringiensis および　B.t. israelensis, B.t. aitzawai,  
B.t. kurstaki, B.t. tenebrionis が産生する殺虫タンパク	

 

     Bt 作物 タンパク * 
Cry1Ab, Cry1Ac, Cry1Fa, Cry1A.105, Cry2Ab, Vip3A,  

mCry3A, Cry3Ab, Cry 3Bb, Cry34Ab1/Cry35Ab1 

Bacillus sphaericus 

Bacillus thuringiensis毒素を発現している遺伝子組換え作物を含むが，遺伝子組換え作物に特有の抵抗性
マネージメントは作用機構の交互使用に基づいていない． 

11B Bacillus 
sphaericus 

異なる昆虫目の害虫を防除対象とする異なるBｔ剤製品は，それらの抵抗性マネージ
メントに欠陥を生じることなく組み合わせて使用することができる． 
特定の特異的Bt微生物製品の間での交互使用は，いくつかの害虫の抵抗性マネー

ジメントに利益をもたらす可能性がある．　製品に固有の推奨事項を参照すること． 
 

* 防除対象害虫の中腸内の特定の受容体間に違いがある場合は，これらのタンパク

を特定の組み合わせで含有する遺伝子組換え作物は抵抗性マネージメントに利益を
もたらす．	


 


